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本年度開始予定のインターネット事業 

             　
「
町
の
財
政
」
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
予
算
 

の
使
わ
れ
方
や
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
 

て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
二
 

回
公
表
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
三
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
 

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
 

当
初
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

   に
し
て
い
ま
す
。
 

　
項
目
別
の
構
成
比
率
は
別
表
の
と
お
り
で
す
 

が
、
国
か
ら
一
定
の
基
準
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
 

地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
全
体
の
五
二
・
四
 

　
を
占
め
、
次
い
で
町
債
、
町
税
、
県
支
出
金
 

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
町
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き
 

続
き
国
全
体
の
景
気
低
迷
と
減
税
等
に
よ
り
、
 

対
前
年
比
三
・
七
　
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
 

た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
国
の
財
源
不
足
 

や
、
標
準
的
な
団
体
よ
り
人
口
が
少
な
い
市
町
 

村
に
対
し
て
割
増
交
付
を
す
る
制
度
の
見
直
し
 

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
前
年
 

比
七
・
九
　
の
減
で
見
込
む
な
ど
、
過
大
な
見
 

積
り
と
な
ら
な
い
よ
う
配
意
し
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
町
道
改
良
事
業
や
生
活
バ
ス
運
行
事
 

業
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
強
化
に
よ
る
 

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
な
ど
、
様
々
な
住
民
生
 

活
に
密
接
な
事
業
を
進
め
る
た
め
、
財
政
調
整
 

基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
も
財
源
と
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
今
後
の
財
政
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
 

引
き
続
き
交
付
税
措
置
の
あ
る
過
疎
債
や
辺
地
 

債
な
ど
の
町
債
の
活
用
も
図
り
ま
し
た
。
 

    　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
総
額
で
は
昨
年
 

度
よ
り
約
一
千
万
円
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
 

公
債
費
が
一
八
・
六
　
で
最
も
多
く
、
次
い
で

総
務
費
、
民
生
費
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
、

衛
生
費
、
教
育
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
 

          実
現
す
る
た
め
、
積
極
的
に
事
務
事
業
を
見
直
 

す
と
と
も
に
、
経
費
の
節
約
や
合
理
化
を
よ
り
 

一
層
進
め
な
が
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
財
源
の
 

重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る
こ
と
と
 

し
ま
し
た
。
ま
た
、
『
す
べ
て
に
や
さ
し
い
健
 

康
の
ま
ち
』
を
町
政
の
基
本
理
念
と
し
て
、
町
 

民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
重
視
し
、
暮
ら
し
に
 

焦
点
を
当
て
た
地
域
づ
く
り
や
、
創
造
性
と
活
 

力
あ
る
地
域
社
会
と
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
進
 

め
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
五
十
五
億
円
 

と
な
り
、
前
年
度
当
初
に
比
較
し
て
八
千
万
円
、
 

一
・
四
　
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
計
 

上
し
ま
し
た
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
か
 

ら
の
繰
入
金
約
八
千
万
円
を
本
年
度
は
計
上
し
 

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
実
質
的
に
は
昨
年
度
と
 

同
じ
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
 

    　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
な
ど
へ
依
存
す
 

る
財
源
が
八
一
・
四
　
と
多
く
を
占
め
て
い
る
 

こ
と
か
ら
、
財
源
確
保
の
た
め
、
本
年
度
も
国
 

・
県
な
ど
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
 

                　
国
の
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
 

年
度
予
算
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
と
効
率

化
を
図
り
な
が
ら
、教
育
・
文
化
や
科
学
技
術
、
 

都
市
整
備
な
ど
の
『
新
重
点
四
分
野
』
へ
の
重

点
化
を
実
施
す
る
一
方
、
前
年
度
と
同
様
に
国

債
発
行
額
を
三
十
兆
円
以
内
に
抑
え
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
　
 

　
一
方
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
少
子
 

・
高
齢
社
会
に
向
け
た
総
合
的
な
地
域
福
祉
施
 

策
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
等
の
環
境
施
策
、
 

生
活
関
連
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、
個
性
豊
か
 

で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
 

れ
て
い
る
も
の
の
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
 

地
方
税
収
入
の
伸
び
悩
み
等
に
よ
り
、
引
き
続
 

き
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
な
ど
極
め
て
厳
 

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
け
る
平
成
十
五
 

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
効
率
的
な
行
財
政
を
 

よ
り
快
適
な
生
活
環
境
 

　
　
　
　
実
現
に
向
け
て
 

一
般
会
計
予
算
 

よ
り
快
適
な
生
活
環
境
 

　
　
　
　
実
現
に
向
け
て
 

〜
平
成
　
年
度
予
算
の
概
要
〜
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セ
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歳入 

歳出 

地方交付税 
2,882,474（52.4） 

その他 
71,311（1.3） 

依存財源 
4,479,682（81.4） 

町債 
775,900（14.1） 

人件費 
1,089,520（19.8） 

公債費 
1,020,862（18.6） 

その他 
156,977（2.9） 

県支出金 
317,746（5.8） 

その他 
232,500（4.2） 

町税　556,985（10.1） 

繰入金　250,761（4.6） 

国庫支出金 
271,062（4.9） 

繰出金 
552,590（10.0） 

物件費 
917,895（16.7） 

災害復旧事業費 
72,788（1.3） 

補助費等 
759,886（13.8） 

使用料及び手数料 
141,261（2.6） 

扶助費 
130,569（2.4） 

普通建設事業費 
798,913（14.5） 

歳入歳出合計 

（単位：千円・％） 

（単位：千円・％） 

55　億　円 

自主財源　1,020,318（18.6） 

一般的経費 
2,387,348（43.4） 

義務的経費 
2,240,951（40.8） 

投資的経費 
871,701（15.8） 

  

お
、
目
的
別
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
総
務
費
 

 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
費
や
温
泉
施
設
・
さ
 

ゆ
り
公
園
な
ど
の
施
設
管
理
費
、
昨
年
か
ら
運
 

行
を
開
始
し
た
生
活
バ
ス
に
係
る
経
費
を
計
上
 

し
た
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
を
利
用
し
 

て
一
般
家
庭
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
イ
ン
 

タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業
に
係
る
経
費
を
新
た
に
 

計
上
し
ま
し
た
。
 

▼
民
生
費
・
衛
生
費
 

 
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
ト
ー
タ
 

ル
ケ
ア
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
の
経
費
と
 

し
て
、
引
き
続
き
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
 

防
接
種
事
業
や
各
種
検
診
事
業
な
ど
を
計
上
し
 

た
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
 

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
の
核
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
、
一
 

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
 

食
事
を
提
供
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
試
行
事
業
に
 

係
る
経
費
も
計
上
し
ま
し
た
。
 

▼
土
木
費
 

 
野
沢
・
新
郷
・
奥
川
間
の
大
幅
な
時
間
短
縮
 

を
図
る
『
西
会
津
町
縦
貫
道
路
』
に
つ
き
ま
し
 

て
は
、
国
の
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
受
 

け
、
本
年
度
か
ら
本
格
的
な
工
事
が
開
始
さ
れ
 

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
野
沢
安
座
線
、
小
山
松
峯
 

線
な
ど
の
幹
線
や
各
集
落
内
道
路
に
つ
い
て
も
 

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
 

ま
す
。
ま
た
、
大
久
保
沢
川
の
改
修
に
係
る
経
 

費
を
計
上
し
、
災
害
防
止
に
も
努
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
 

▼
農
林
水
産
費
 

 
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
や
健
康
な
土

づ
く
り
推
進
事
業
、
転
作
支
援
事
業
な
ど
を
計

上
し
ま
し
た
が
、
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
通
年
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　今年度実施する主な事業 
総務費 
10億1,211万6千円（18.5％） 
温泉施設管理業務委託料…………33,605千円 

ふれあい交流施設管理委託料…… 2,960千円 

さゆり公園管理業務委託料………31,714千円 

さゆり公園施設改修工事（屋内温水プールパ

ネルヒーター他）…………………12,806千円 

駅業務委託料（野沢・上野尻・徳沢） 

……………………………………… 8,430千円 

文化と産業祭・雪国まつり………13,680千円 

ケーブルテレビ運営費……………83,191千円 

インターネット運営事業…………21,300千円 

生活バス運行事業…………………45,068千円 

町議会議員選挙費…………………10,100千円 

 

 

 
 
 
 
 
 
衛生費 
5億540万8千円（9.2％） 
水道施設改良事業補助金………… 4,000千円 

高齢者インフルエンザ予防接種事業 

……………………………………… 7,480千円 

在宅健康管理システム事業……… 4,984千円 

食生活改善推進事業……………… 3,265千円 

各種検診事業委託料（基本検診・胃がん検診

他）…………………………………43,228千円 

温泉リハビリプール管理業務委託料 

………………………………………11,546千円 

機能回復訓練送迎車運行業務委託料 

……………………………………… 4,716千円 

母子健康診査事業委託料（妊婦・３歳児・乳 

児股関節・新生児訪問）………… 1,379千円 

喜多方地方広域市町村圏組合負担金 

（ごみ・し尿処理他）……………64,189千円 

ごみ収集運搬委託料………………38,388千円 

一般廃棄物減量化促進対策補助（生ごみ処理 

器・ごみ収納庫）…………………… 900千円 

 

 

 

 

 

 

 

民生費 
7億7,144万1千円（14.0％） 
出産祝金（第３子以降  500,000円） 

……………………………………… 3,500千円 

ボランティア活動サポートセンター推進事業 

……………………………………… 6,475千円 

配食サービス試行事業…………… 7,763千円 

老人クラブ活動費補助金………… 4,689千円 

シルバー人材センター活動費補助金 

……………………………………… 4,577千円 

屋内ゲートボール場管理運営費補助金 

………………………………………10,082千円 

老人福祉施設運営費補助金………16,551千円 

老人保護措置支弁費………………20,403千円 

在宅介護支援センター運営事業…10,237千円 

介護予防・生活支援事業………… 5,237千円 

在宅介護者リフレッシュサービス事業 

……………………………………… 3,025千円 

重度心身障害者医療費給付費……15,470千円 

身体障害者支援費（ホームヘルプ・デイサー

ビス・短期入所）………………… 8,148千円 

身体障害者施設訓練等支援費…… 8,487千円 

知的障害者施設訓練等支援費……18,748千円 

乳幼児医療費（社保・国保）……12,462千円 

保育所業務委託料……………… 155,720千円 

児童手当……………………………27,240千円 

 

商工費 
5,096万9千円（0.9％） 
中小企業融資制度資金利子補給補助金 

……………………………………… 2,000千円 

農林水産業費 
5億1,215万円（9.3％） 
中山間地域等直接支払事業………66,402千円 

水田農業振興事業………………… 5,644千円 

転作支援事業……………………… 5,081千円 

地域農業気象情報活用事業……… 3,476千円 

農林業振興普及実践活動事業…… 4,708千円 

健康な土づくり推進事業………… 8,116千円 

園芸特産産地整備事業（園芸ハウス） 

……………………………………… 5,750千円 

国土調査事業……………………… 3,469千円 

森林病害虫等防除事業（松くい虫防除他） 

………………………………………10,894千円 

有害鳥獣駆除事業………………… 3,674千円 

森林活用交流促進施設（オートキャンプ場） 

管理運営委託料…………………… 8,295千円 

緊急雇用創出基金事業委託料（林内環境整備 

・林道等美化）…………………… 8,173千円 

林道開設改良舗装事業（開設２） 

………………………………………55,200千円 

県営林道大山美坂高原線開設事業負担金 

………………………………………12,250千円 

県営林道青坂芝倉線開設事業負担金 

………………………………………12,250千円 

林道補修事業……………………… 5,828千円 

 

 

 

 

 

 

 

土木費 
7億4,649万9千円（13.6％） 
町道補修事業………………………36,320千円 

除雪費………………………………93,426千円 

道路新設改良舗装費（改良３・橋りょう１） 

…………………………………… 375,748千円 

河川修繕事業………………………12,650千円 

克雪住宅等普及促進補助金……… 1,235千円 

　今年度実施する主な事業 
  

栽
培
を
目
指
す
た
め
の
園
芸
ハ
ウ
ス
整
備
に
係
 

る
経
費
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
猿
 

被
害
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
や
松
く
い
虫
等
 

の
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
に
係
る
経
費
も
計
上
 

し
、
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

▼
教
育
費
 

 
昨
年
四
月
に
開
校
し
た
西
会
津
中
学
校
整
備
 

事
業
で
は
、
駐
輪
場
な
ど
の
周
辺
整
備
に
係
る
 

経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
 

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
複
式
学
級
解
消
事
 

業
、
学
校
施
設
の
改
修
な
ど
、
児
童
生
徒
の
学
 

力
向
上
や
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
 

▼
消
防
費
　
 

 
防
火
水
槽
や
ポ
ン
プ
庫
の
施
設
整
備
費
、
小
 

型
動
力
ポ
ン
プ
の
購
入
費
な
ど
を
計
上
し
、
消
 

防
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
 

    　
町
債
は
、
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
で
、
 

道
路
整
備
や
施
設
の
建
設
な
ど
、
多
額
の
経
費
 

を
必
要
と
す
る
事
業
で
、
後
年
度
の
町
民
の
皆
 

さ
ん
に
も
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
適
当
な
 

事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

　
本
年
度
は
、
町
道
整
備
事
業
や
イ
ン
タ
ー
ネ
 

ッ
ト
運
営
事
業
、
西
会
津
中
学
校
周
辺
整
備
事
 

業
な
ど
に
加
え
、
交
付
税
の
減
額
補
て
ん
措
置

の
た
め
の
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
借
入
れ
を

計
上
し
ま
し
た
。
な
お
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
 

約
一
億
六
千
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
 

前
年
度
と
比
較
し
て
三
三
・
二
　
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
後
年
度
の
負
担
を
少
し
で
も
 

軽
く
す
る
た
め
、
返
済
金
の
全
額
ま
た
は
一
部

が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
 

  

  

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

『
町
債
と
一
時
借
入
金

町
債
と
一
時
借
入
金
』
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消防費 
2億3,840万7千円（4.3％） 
喜多方地方広域市町村圏組合負担金 

（消防費）……………………… 139,058千円 

消防施設費（防火水槽１・ポンプ庫１・小型

動力ポンプ２他）…………………26,240千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育費 
4億6,714万8千円（8.5％） 
学力向上ＩＤプラン事業………… 1,499千円 

小中学校交流事業………………… 3,480千円 

英語指導助手招致事業……………15,425千円 

町史編さん費………………………15,344千円 

スクールバス運行費………………59,368千円 

スクールバス購入費……………… 6,708千円 

教育用コンピューター整備費（リース他） 

………………………………………25,321千円 

複式学級解消事業………………… 6,104千円 

西会津中学校整備用消耗品・備品…4,826千円 

西会津中学校整備事業（校舎周辺環境整備） 

………………………………………16,449千円 

情報通信技術講習事業……………… 836千円 

 

災害復旧費 
7,278万8千円（1.3％） 
農業施設災害復旧費………………23,327千円 

林道施設災害復旧費……………… 9,876千円 

公共土木災害復旧費………………14,660千円 

 

公債費 
10億2,086万2千円（18.6％） 

平成15年度歳入歳出予算総括表 
（単位：千円・％） 

一　　　般　　　会　　　計 

工業団地造成事業特別会計 

商業団地造成事業特別会計 

住宅団地造成事業特別会計 

下水道施設事業特別会計  

農業集落排水処理事業特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

国民健康保険　事 業 勘 定  

特 別 会 計　診療施設勘定 

介 護 保 険 特 別 会 計  

介護老人保健施設特別会計 

簡易水道等事業特別会計  

　　　　　　計 

水 道 事 業　収 益 的 収 支 

会　　　　計　資 本 的 収 支 

　　　合　　　　　計 

5,500,000 

104,066 

62,605 

51,370 

364,922 

217,665 

1,209,460 

818,561 

395,446 

605,884 

250,608 

112,098 

9,692,685 

184,338 

200,265 

10,077,288

5,580,000 

104,068 

169,254 

130,307 

394,107 

218,191 

1,235,871 

787,973 

396,010 

462,569 

258,959 

116,090 

9,853,399 

179,166 

71,300 

10,103,865

△80,000 

△2 

△106,649 

△78,937 

△29,185 

△526 

△26,411 

30,588 

△564 

143,315 

△8,351 

△3,992 

△160,714 

5,172 

128,965 

△26,577

△1.4 

0.0 

△63.0 

△60.6 

△7.4 

△0.2 

△2.1 

3.9 

△0.1 

31.0 

△3.2 

△3.4 

△1.6 

2.9 

180.9 

△0.3

会　　　計　　　名 平成15年度 
予　算　額 

平成14年度 
予　算　額 増 減 額  増 減 率  

  

債
や
過
疎
・
辺
地
対
策
事
業
債
な
ど
の
有
利
な
 

町
債
を
活
用
し
、
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
な
 

い
一
般
単
独
事
業
債
等
の
借
入
れ
は
極
力
少
な
 

く
し
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
一
時
借
入
金
は
短
期
の
借
入
金
で
、
 

支
払
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
歳
計
現
金
の
不
 

足
を
一
時
的
に
補
う
た
め
の
も
の
で
、
本
年
度
 

の
限
度
額
は
昨
年
と
同
額
の
十
五
億
円
と
し
ま
 

し
た
。
 

    　
平
成
十
五
年
度
の
特
別
会
計
予
算
は
、
表
の
 

と
お
り
で
す
が
、
合
計
で
十
二
会
計
、
予
算
総
 

額
は
四
十
五
億
七
千
七
百
二
十
八
万
八
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
特
別
会
計
の
主
な
事
業
と
し
て
、
下
水
道
事
 

業
で
は
、
野
沢
地
区
の
供
用
区
域
の
拡
大
と
新
 

郷
笹
川
地
区
の
下
水
道
管
布
設
な
ど
の
本
格
的
 

な
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
上
水
道
事
業
で
 

は
下
谷
地
区
の
給
水
区
域
を
広
げ
る
た
め
の
工
 

事
費
を
計
上
す
る
な
ど
、
安
心
で
快
適
な
生
活
 

環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
 

 
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
生
活
習
 

慣
病
予
防
対
策
や
人
間
ド
ッ
ク
事
業
な
ど
に
よ
 

り
予
防
医
療
に
努
め
る
と
と
も
に
、
診
療
所
と
 

患
者
宅
を
ケ
ー
ブ
ル
回
線
で
結
び
、
自
宅
に
い
 

な
が
ら
医
師
が
患
者
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
 

き
る
在
宅
ケ
ア
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
新
し
い
 

医
療
機
器
を
導
入
し
て
診
療
設
備
の
充
実
を
図
 

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
の
町
づ
く
り
を
 

進
め
て
い
き
ま
す
。
 

  

  

特
別
会
計
予
算
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健
康
な
土
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
 

　
推
進
員
養
成
講
座
を
本
年
度
も
開
催
し
ま
す
！
 

  

        　
土
づ
く
り
推
進
員
に
 

　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か
 

 
町
で
は
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
一
環

と
し
て
健
康
な
土
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
み
な
さ
ん
に
土
壌
診
断
に

よ
る
健
康
な
土
づ
く
り
・
野
菜
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
全
体
的
に
は
ま
だ
ま
だ
意
識

づ
く
り
が
重
要
な
段
階
で
す
。
 

 
ま
た
、
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
本
 

格
的
な
直
売
、
学
校
給
食
や
福
祉
会
 

で
の
食
材
の
本
格
利
用
も
は
じ
ま
り
 

健
康
な
土
づ
く
り
実
施
者
や
作
付
面
 

積
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
こ
の
た
め
、
土
づ
く
り
は
も
ち
ろ
 

ん
の
こ
と
野
菜
づ
く
り
や
堆
肥
づ
く
 

り
な
ど
、
農
業
全
般
を
含
め
た
健
康
 

な
土
づ
く
り
活
動
を
町
民
の
方
々
に
 

広
く
普
及
し
て
い
た
だ
く
「
土
づ
く
 

り
推
進
員
」
の
養
成
講
座
を
本
年
度
 

も
引
き
続
き
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

 　
土
づ
く
り
と
 

　
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
　
　
勉
強
し
ま
す
 

 
昨
年
度
の
講
座
内
容
に
準
じ
て
実
 

       施
す
る
年
間
七
回
程
度
の
講
義
や
研

修
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
土
づ
く

り
の
基
本
か
ら
中
嶋
農
法
の
理
念
、

野
菜
づ
く
り
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
し
て
、
講
座
修
了
後
は

土
づ
く
り
現
地
指
導
会
で
の
講
師
な

ど
、
地
域
で
の
普
及
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 
昨
年
度
、
本
講
座
を
受
講
さ
れ
た
 

方
は
四
十
四
名
で
、
こ
の
う
ち
全
二
 

十
三
単
位
中
十
六
・
五
単
位
以
上
を
 

取
得
さ
れ
た
十
八
名
に
修
了
証
書
が
 

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
開
設
初
年
 

度
の
十
三
年
度
か
ら
合
わ
せ
て
三
十
 

八
名
が
土
づ
く
り
推
進
員
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

       　
〜
昨
年
度
の
講
座
内
容
〜
 

 第
１
回
…
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

　
　
　
　
シ
ョ
ン
 

　
　
　
　
講
話
「
町
の
農
業
の
歩
む

　
　
　
　
べ
き
方
向
」
 

　
　
　
　
講
義
「
健
康
な
土
づ
く
り

　
　
　
　
の
基
本
」
 

第
２
回
…
講
話「
町
の
農
業
の
現
状
」
 

　
　
　
　
体
験
学
習
「
目
視
観
察
法

　
　
　
　
①
春
夏
野
菜
編
」
 

第
３
回
…
公
開
講
座
「
生
産
地
と
消

　
　
　
　
費
地
の
相
互
交
流
」
 

第
４
回
…
先
進
地
視
察
研
修
（
猪
苗

　
　
　
　
代
町
）
 

　
　
　
　
体
験
学
習
「
目
視
観
察
法

　
　
　
　
②
夏
秋
野
菜
編
」
 

第
５
回
…
講
義
「
健
康
な
土
づ
く
り

　
　
　
　
の
基
本
」
 

　
　
　
　
講
義
「
健
康
な
土
づ
く
り

　
　
　
　
の
た
め
の
堆
肥
」
 

第
６
回
…
土
づ
く
り
大
学
 

　
　
　
　
公
開
講
座
「
土
づ
く
り
か

　
　
　
　
ら
考
え
る
健
康
講
演
会
」
 

第
７
回
…
閉
講
式
 

　
　
　
　
講
話
「
ミ
ネ
ラ
ル
農
法
と

　
　
　
　
農
業
所
得
」
 

                   　
開
催
予
定
と
対
象
者
 

　
六
月
上
旬
に
開
講
予
定
で
す
。
講
 

座
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
内
容
に

よ
り
半
日
か
ら
一
日
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
 

　
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
 

や
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
 

る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
受
講
申
し
 

込
み
で
き
ま
す
。
昨
年
度
受
講
さ
れ
 

た
方
で
修
了
で
き
な
か
っ
た
方
も
受
 

講
可
能
で
す
。
 

　
な
お
募
集
定
員
は
三
〇
名
程
度
で
 

す
。
 

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
詳
 

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
林
課
に
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

健
康
な
土
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

健
康
な
土
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
 

　
推
進
員
養
成
講
座
を
本
年
度
も
開
催
し
ま
す
！

　
推
進
員
養
成
講
座
を
本
年
度
も
開
催
し
ま
す
！
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昨
年
の
六
月
一
日
、
商
業
団
地
内
 

に
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
直
売
所
「
に
し
 

あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
市
」
が
 

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
直
売
所
 

は
、
町
内
外
の
も
っ
と
多
く
の
人
に
 

健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
 

い
た
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
「
に

し
あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及

会
」
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
町
内
は
も
と
よ
り
町
外
か
ら
も
大

勢
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た

こ
の
直
売
所
が
、
五
月
十
七
日
に
再

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
 

 　
直
売
所
に
は
、
町
内
各
地
区
の
普
 

及
会
員
の
み
な
さ
ん
が
毎
日
出
荷
す
 

る
旬
の
い
ろ
い
ろ
な
朝
採
り
野
菜
の

ほ
か
、
農
産
加
工
品
、
山
菜
な
ど
も
 

並
ぶ
予
定
で
す
。
地
元
の
健
康
な
土

か
ら
生
ま
れ
た
、
安
全
、
安
心
で
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
な
お
い
し
い
新
鮮
野
菜

が
勢
揃
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
十
七
日
に
は
試
食
コ
ー
ナ

ー
等
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
 

　
な
お
、
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
で
の
直
売

も
継
続
実
施
し
ま
す
。
 

                            　
昨
年
に
引
き
続
き
、
小
中
学
生
の
 

給
食
に
、
可
能
な
限
り
町
内
で
生
産
 

さ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
や
ミ
ネ
ラ
ル
 

米
を
使
用
し
て
い
く
計
画
で
す
。
 

　
同
様
に
、
福
祉
会
や
ロ
ー
タ
ス
イ
 

ン
に
も
提
供
を
続
け
て
い
く
予
定
で
 

す
。
 

    
町
を
代
表
す
る
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
 

リ
な
ど
の
野
菜
が
東
京
市
場
に
出
荷
 

さ
れ
、
こ
だ
わ
り
の
農
産
物
と
し
て
 

高
値
で
市
場
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
今
後
と
も
、
生
産
者
や
関
係
団
体
 

と
協
力
し
な
が
ら
、
付
加
価
値
農
業
 

の
更
な
る
推
進
を
目
指
し
ま
す
。
 

    
町
の
農
業
は
、
冬
期
間
は
降
雪
に
 

よ
り
休
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、
 

ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
に
よ
る
付
加
価
値
 

農
業
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
に
は
、
 

年
間
を
通
し
た
作
物
栽
培
が
必
要
で
 

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
そ
の
た
め
、
今
年
度
、
冬
期
間
の
 

作
物
栽
培
が
可
能
と
な
る
モ
デ
ル
施
 

設
と
し
て
「
耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
」
 

の
整
備
を
進
め
、
実
証
試
験
栽
培
を
 

実
施
し
な
が
ら
農
業
振
興
に
活
用
し
 

て
い
く
予
定
で
す
。
 

   　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
 

農
産
物
の
更
な
る
普
及
拡
大
の
た
め
、
 

ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
 

野
菜
等
の
認
証
制
度
確
立
と
商
標
登
 

録
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。
 

 
ま
た
、
商
業
団
地
に
整
備
予
定
の

複
合
施
設
で
の
直
売
に
向
け
、
販
売
 

や
運
営
を
担
う
女
性
起
業
家
の
育
成
 

を
図
り
ま
す
。
 

              　
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
作
付
け
し
て
く
 

だ
さ
る
方
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
健
康
な
土
づ
く
り
に
取
り
組
 

ん
で
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
 

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
い
う
方
 

も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
普
及
会
に
加
 

入
し
た
い
、
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
 

出
荷
し
た
い
と
い
う
方
は
農
林
課
ま
 

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
土
づ
く
り
推
進
員
養
成
講
 

座
や
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
な

ど
の
健
康
な
土
づ
く
り
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
農
林
課
農
政
係
 

　
　
　
　
│
4
5
3
1
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

       
 
 
 
 
こ
ん
に
ち
は
。
や
っ
と
雪
が
解
け
ま
 

 
 
 
 
し
た
ね
。
春
は
大
歓
迎
で
す
。
今
年
は
 

 
 
 
 
普
通
の
年
よ
り
も
、
も
っ
と
春
を
楽
し
 

 
 
 
 
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
言
え
 

ば
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
２
月
　
日
の
事
件
が
あ
 

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

に
誤
っ
て
乗
っ
て
し
ま
い
、
足
首
を
ひ
ど
く
負
傷
 

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
ギ
ブ
ス
を
６
週
間
も
 

付
け
た
ま
ま
の
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
 

月
の
話
題
は
「
ギ
ブ
ス
の
生
活
」
に
し
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

 
今
年
の
２
月
９
日
ま
で
、
私
は
一
度
も
ギ
ブ
ス
 

を
付
け
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
 

ト
、
ア
メ
フ
ト
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
野
球
な
ど
 

の
ス
ポ
ー
ツ
を
９
歳
か
ら
二
十
一
年
に
亘
っ
て
一
 

所
懸
命
や
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
運
良
く
、
 

ギ
ブ
ス
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
ひ
ど
 

い
ケ
ガ
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
 

れ
で
、
今
ま
で
ギ
ブ
ス
を
付
け
た
生
活
の
苦
し
さ
 

が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
場
合
、
精
神
的
 

な
面
と
身
体
的
な
面
の
両
方
で
苦
労
し
ま
し
た
。
 

 
身
体
的
な
辛
さ
は
、
み
な
さ
ん
に
も
分
か
り
や
 

す
い
で
し
ょ
う
。
 

 
片
方
の
足
が
５
週
間
ぐ
ら
い
使
え
な
か
っ
た
の
 

で
、
松
葉
杖
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
 

人
が
松
葉
杖
を
使
っ
て
い
る
時
に
は
簡
単
そ
う
に
 

見
え
ま
し
た
が
、
実
際
に
自
分
が
松
葉
杖
を
使
う
 

と
な
る
と
そ
ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
病
院
か
ら
帰
宅
し
た
時
、
二
階
の
部
 

屋
に
入
る
玄
関
ま
で
階
段
を
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
の
で
す
が
、
途
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
落
 

ち
そ
う
に
な
り
、
ケ
ガ
を
し
て
い
る
方
の
足
で
踏
 

ん
張
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
と
て
も
と
 

10

　今年で11回目となる高齢者水泳教室が、 
４月15日開講しました。 
　『百歳への挑戦』の一環として高齢者の 
健康増進を図るべく始められたこの教室に 
は、60歳代から80歳代までの男女合わせて 
130名以上の方が参加されました。 
　開講式終了後、参加者は待ちきれないと 
いった表情でプールに入り、インストラク 
ターの指導の下、バシャバシャと水しぶき 
をあげながら、水の感触を確かめるように 
思い思いに泳ぎを楽しんでいました。 

　
３
月
　
日
、
健
康
講
演
会
が
公
民
館
で
開
か
れ
ま
 

し
た
。
 

　
講
演
に
先
立
ち
山
口
町
長
は
「
元
気
に
長
生
き
の
 

で
き
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
食
生
活
改
善
に
着
目
し
 

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
講
演
を
聞
い
て
い
た
だ
 

き
、
ぜ
ひ
実
践
に
移
し
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
演
は
、
女
子
栄
養
大
学
栄
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
科
学
研
究
所
栄
養
ク
リ
ニ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ク
の
松
田
早
苗
専
任
講
師
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
迎
え
て
「
血
液
を
さ
ら
さ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
す
る
食
事
」
と
題
し
行
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
氏
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
い
食
事
や
健
康
に
生
活
す
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
の
習
慣
、
食
品
の
栄
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
成
分
な
ど
を
説
明
し
、
食
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
日
、
会
場
に
は
約
三
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
人
の
聴
講
者
が
集
ま
り
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
き
な
い
「
食
」
や
「
生
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
習
慣
」
に
つ
い
て
真
剣
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

26
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て
も
痛
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
 

苦
労
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
階
段
を
登
り
下
り
 

し
た
り
、
狭
い
お
手
洗
い
を
出
入
り
し
た
り
、
車
 

の
乗
り
降
り
を
し
た
り
。
慣
れ
る
ま
で
、
と
て
も
 

危
険
で
し
た
。
リ
オ
ン
ド
ー
ル
の
前
で
も
左
側
に
 

突
い
て
い
た
松
葉
杖
を
水
た
ま
り
に
入
れ
て
し
ま
 

い
、
滑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
転
び
そ
う
に
な
っ
 

た
の
で
、
と
っ
さ
に
踏
ん
張
り
ま
し
た
。
そ
の
足
 

は
、
ま
た
し
て
も
地
面
に
着
け
て
は
い
け
な
い
方
 

の
足
で
し
た
。
最
後
の
方
は
、
松
葉
杖
の
使
い
方
 

に
も
慣
れ
て
き
た
の
で
、
も
う
少
し
安
全
に
移
動
 

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
身
体
的
な
苦
労
は
な
ん
と
か
克
服
で
き
ま
し
た
 

が
、
精
神
的
な
苦
労
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
克
服
で
 

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
ス
ポ
 

ー
ツ
と
運
動
抜
き
の
生
活
で
は
生
き
て
い
け
な
い
 

く
ら
い
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
ケ
ガ
 

を
し
て
い
た
時
は
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
バ
ス
ケ
 

ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
ま
で
歩
く
こ
と
さ
え
出
 

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
以
上
に
、
将
来
 

の
こ
と
が
心
配
で
し
た
。
 

 
私
に
は
西
会
津
町
の
み
な
さ
ん
と
同
様
「
百
歳
 

へ
の
挑
戦
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。
私
は
百
 

歳
ま
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
ま
た
は
、
他
の
ス
ポ
 

ー
ツ
を
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
で
、
 

今
度
の
ケ
ガ（
足
首
の
じ
ん
帯
を
伸
ば
し
た
こ
と
）
 

に
よ
っ
て
、
私
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て
の
将
来
 

に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
体
が
今
ま
で
の
何
パ
ー
 

セ
ン
ト
ま
で
回
復
す
る
の
か
、
痛
み
は
ど
の
ぐ
ら
 

い
残
る
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
の
程
度
ま
で
出
来
 

る
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
 

は
元
の
状
態
に
戻
り
た
い
の
で
、
お
医
者
さ
ん
と
 

相
談
し
て
、
一
番
良
い
方
法
で
一
所
懸
命
リ
ハ
ビ
 

リ
や
訓
練
を
や
り
ま
す
。
完
全
に
治
る
ま
で
頑
張
 

り
ま
す
。
応
援
し
て
下
さ
い
。
 

 
み
な
さ
ん
か
ら
の
E
メ
ー
ル
を
楽
し
み
に
し
て
 

い
ま
す
の
で
送
っ
て
下
さ
い
。
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
 

スcw
est@

m
uc.biglobe.ne.jp

） 

　４月17日、町公民館において、地域住民の健康づくりに活動してもらう保健指導 
員として116名の方に委嘱状が交付されました。 
　山口町長は「健康は自分のためだけではなく、みんなのため、延いては、町全体 
の健康のためになります。まずは保健指導員さん自身が健康になり、それを他の人 
にも広めてください」とあいさつしました。 
　その後行われた研修会では、保健指導員の役割についての説明に熱心に耳を傾け 
ていました。 

　
４
月
３
日
、
西
会
津
消
防
署
に
お
い
て
、
 

消
防
団
員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
入
団
員
　
名
の
う
ち
、
今
回
６
名
の
町
 

職
員
が
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
昨
年
９
月
の
議
会
定
例
会
で
可
 

決
、
承
認
さ
れ
た
消
防
団
員
設
置
等
に
関
す
 

る
条
例
の
改
正
を
受
け
て
発
令
さ
れ
た
も
の
 

で
す
。
 

　
新
入
団
員
の
方
々
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
 

の
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
誓
い
、
気
持
ち
 

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

17
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

う～ん暑いシビレた！ 
昨年のにしあいづわんぱく塾から 

やった～勝ったぞ！ 
昨年の野沢町内親善大運動会から 

  

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
色
々
な
 

ス
ポ
ー
ツ
 

を
み
ん
な
 

で
一
緒
に
 

楽
し
み
な
 

が
ら
健
康
 

な
か
ら
だ
 

づ
く
り
を
 

し
て
い
き
 

ま
し
ょ
う
。
 

   　
 

　
　
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
 

　
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ク
ラ
ブ
の
内
容
は
、
 

　
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
【
教
室
】
 

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
 

　
ペ
タ
ン
ク
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
水
泳
 

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
 

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
・
卓
球
 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ス
キ
ー
 

　
【
大
会
】
 

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
 

　
大
会
 

　
　
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
会
員
と
 

　
な
り
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
 

　
う
。
 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
西
会
津
町
公
民
館
体
育
振
興
係
内
 

　
　
　
　
　
│
３
２
４
４
 

 　
少
年
・
女
性
・
高
齢
者
教
育
 

　
少
年
教
育
で
は
今
年
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
『
通
学
学
宿
事

業
』
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
内
容
と
し
て
は
、
親
元
か
ら
離
れ
て
、
他
校

児
童
と
共
同
生
活
を
行
い
、
そ
こ
で
の
体
験
を

通
し
て
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
他
に
も
、
体
験
重
視
型
の
各
種
教
室
等
を
開

催
し
ま
す
。
 

　
中
高
校
生
対
象
の
講
座
と
し
て
は
『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
』
を
開
講
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
 

　
女
性
教
育
で
は
『
女
性
講
座
』
を
中
心
に
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
講
座
を
開
講
す
る
予
定
で
す
。
 

　
高
齢
者
教
育
で
は
、
高
齢
者
が
健
康
で
明
る

く
生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

『
歳
百
合
学
園
』を
開
講
し
教
養
講
座
の
ほ
か
、
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
、
い
き
い
き

講
座
な
ど
を
実
施
し
、
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
を

支
援
し
ま
す
。
 

 　
社
会
体
育
（
ス
ポ
ー
ツ
）
 

　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
で
は
、
各
種
大
会
を
は
じ
め
 

と
し
て
、
色
々
な
種
目
に
わ
た
り
教
室
や
講
習
 

会
等
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
大
会
関
係
で
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
各
大
会
や
地
区
ご
と

の
運
動
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
教
室
関
係
で
は
、
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
 

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

教
室
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
・
イ
ン
 

デ
ィ
ア
カ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

な
ど
）
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
供
と
一
緒
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
 

    　
公
民
館
で
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
 

広
い
世
代
を
対
象
に
、各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
 

皆
様
の
生
涯
学
習
の
総
合
的
な
お
手
伝
い
を
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 　
青
年
・
成
人
教
育
 

　
今
年
か
ら
新
た
な
教
室
と
し
て
、
『
異
国
料
 

理
教
室
』
を
開
講
し
ま
す
。
 

　
内
容
と
し
て
は
、
町
内
在
住
の
外
国
人
の
方

と
一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
の
郷
土
料
理

を
作
り
な
が
ら
、
国
際
交
流
を
深
め
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
成
人
男
性
を
対
象
と
し
た
『
男
の

料
理
教
室
』も
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
 

英
会
話
教
室
は
、
四
月
十
六
日
か
ら
公
民
館
で

開
講
し
、
初
級
・
中
級
の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
日
常
生
活
に
役
立
つ
英
会
話
を
学
ん
で
い
ま

す
。
 

　
今
年
も
、
I
T
講
習
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
公

民
館
・
西
会
津
中
学
校
・
新
郷
分
館
・
奥
川
分

館
で
実
施
 

し
ま
す
。
 

こ
の
他
に
 

も
各
種
講
 

座
等
を
随
 

時
開
講
し
 

ま
す
の
で
 

多
く
の
方
 

の
参
加
を
 

お
待
ち
し
 

て
お
り
ま
 

す
。
 

45
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　　　　　　　　　　　絵　本　・　児　童　書 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
　　　　　　　　　　　　　一　　般　　書 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21

 
長　新太 
ジョン・バーニンガム 
エリック・バーニンガム 
村上　康成 
やぶうち　まさゆき 
柳原　良平 
わかやま　しずこ 
神崎　夏子 
エミリー・ロッダ 
 
齋藤　美奈子 
アラン・ピーズ 
陰山　英男 
鎌田　実 
南　南海子 
上田　淳子 
ウワディスワフ・シュピルマン 
向山　貴彦 
五十嵐　貴久 
金城　一紀 
北村　薫 
雫井　脩介 
高野　和明 
よしもと　ばなな 
浅田　次郎 
遠藤　周作 
田辺　聖子 
俵　万智 
ビートたけし 
池沢　夏樹 
シドニィ・シェルダン 

 
くいしんぼらいおん 
旅するベット 
もしもゆきがあかかったら 
とんとんどんどんどん 
ここよここよ 
のりものいっぱい 
はしるのだいすき 
親子で楽しむおもしろい科学実験館 
デルトラ・クエスト　７・８ 
 
趣味は読書。 
嘘つき男と泣き虫女 
学力低下を克服する本 
あきらめない 
からだをいたわる服づくり－入院のときもおしゃれに－ 
３歳からのおべんとう－好き嫌いをなくしちゃおーッ！－ 
戦場のピアニスト 
ビッグ・ファット・キャット、街へ行く 
交渉人 
フライ，ダディ，フライ 
街の灯 
火の粉 
Ｋ・Ｎの悲劇 
ハゴロモ 
僕は人生についてこんなふうに考えている 
わが最良の友動物たち 
なにわの夕なぎ 
百人一酒 
悪口の技術 
イラクの小さな橋を渡って 
よく見る夢　上・下 

『おっと合点承知之助』 
　斎藤孝　文　つちだのぶこ　絵 
「驚き桃の木山椒の木」や「あ 
たりき車力」などの付けたし言 
葉は、ひねりをきかせて言葉を 
加速させるロケットのようなも 
の。楽しい絵とストーリーで、 
付けたし言葉を声に出してみる 
楽しさを伝えます。 
 
『おうちで和菓子屋さん』 
　黒木優子　著 
　ほっとなごむ味わいの和菓子 
レシピ集。「おつかいもの、手 
みやげ、おうちに招待、おやつ」 
の４つのテーマで、水ようかん 
や花見だんごなどの懐かしい味 
を、アイディアラッピング術と 
ともに紹介。 
 
『屋上のあるアパート』 
　阿川佐和子　著 
　あなたはイヌ派？それともネコ 
派？素敵な出会いを夢見ながらす 
れちがう恋心。ちょっぴりほろ苦 
いラブコメディ。 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 

　
「
お
母
様
、
ど
う
し
て
も
父
上
の
仇
討
ち
が
 

許
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
私
は
父
の
冥
土
へ
参
る
 

し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
ま
で
娘
お
つ
な
に
願
 

わ
れ
て
は
、
も
う
母
も
許
す
し
か
な
か
っ
た
。
 

　
し
か
し
「
許
す
」
と
い
っ
て
も
、
こ
の
子
は
 

ま
だ
十
三
歳
、
な
ん
で
あ
の
綱
沢
村
勘
七
に
敵
 

う
は
ず
が
あ
ろ
う
か
、
そ
こ
で
母
親
は
、
 

　
「
そ
れ
じ
ゃ
お
つ
な
、
こ
れ
か
ら
お
前
は
若
 

松
ご
城
内
の
お
稲
荷
様
に
参
っ
て
お
籠
り
を
し
 

な
さ
れ
。
あ
の
お
方
は
私
ど
も
の
 

祖
神
様
で
お
わ
す
か
ら
、
一
心
こ
 

め
て
祈
る
な
ら
ば
必
ず
お
助
け
く
 

だ
さ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」
 

　
と
諭
し
、
そ
し
て
母
娘
は
首
途
 

の
杯
を
酌
み
交
わ
し
て
、
お
つ
な
 

は
参
籠
の
旅
立
ち
と
な
っ
た
。
 

　
　
今
日
立
ち
て
　
ま
た
こ
ん
こ
 

　
　
ん
と
思
へ
ど
も
　
定
め
な
き
 

　
　
身
の
門
出
ぞ
か
し
 

　
と
娘
が
詠
め
ば
、
母
も
、
 

　
　
老
の
身
の
　
お
つ
な
の
糸
に
 

　
　
離
れ
な
ば
　
上
谷
山
の
露
と
消
ゆ
ら
ん
 

　
と
涙
な
が
ら
に
歌
っ
て
送
り
だ
す
。
か
く
し
 

て
「
お
つ
な
道
行
き
の
場
」
と
な
る
。
 

　
お
つ
な
は
母
の
教
え
に
従
い
て
　
ご
城
内
へ
 

　
参
ら
ん
と
　
上
谷
山
を
立
ち
い
で
て
　
心
も
 

　
に
ご
る
泥
浮
山
　
母
と
我
が
身
の
二
ツ
栗
 

　
い
つ
ま
た
逢
わ
ん
長
桜
　
足
元
か
ろ
き
軽
井
 

　
沢
　
覚
悟
を
き
め
て
束
松
　
母
に
別
れ
て
身
 

　
は
片
門
　
渡
し
場
へ
飛
び
込
み
て
　
さ
ら
さ
 

　
ら
さ
っ
と
打
ち
渡
り
　
船
渡
の
村
を
打
ち
過
 

　
ぎ
て
　
汗
た
ら
た
ら
と
一
瀬
の
坂
　
は
や
入
 

　
相
の
鐘
撞
堂
　
い
つ
の
間
に
か
き
た
の
宮
 

　
塔
寺
に
も
さ
し
か
か
り
　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
 

　
日
を
送
り
　
は
や
坂
下
に
も
な
り
け
れ
ば
 

　
鶴
沼
川
を
打
ち
渡
り
　
さ
て
見
事
な
る
細
工
 

　
名
と
　
立
ち
や
す
ら
え
て
眺
む
れ
ば
　
ま
だ
 

　
日
も
高
久
ぞ
と
見
え
に
け
り
　
値
段
も
高
瀬
 

　
の
茶
屋
と
聞
き
　
す
ぐ
に
通
れ
ば
榎
木
壇
 

　
　
　
　
　
　
母
の
身
の
上
　
我
が
身
の
上
 

　
　
　
　
　
　
思
い
余
り
て
涙
橋
　
い
つ
の
間
 

　
　
　
　
　
　
に
は
や
北
小
路
　
肝
も
心
も
桂
 

　
　
　
　
　
　
林
寺
　
心
広
か
れ
大
町
通
り
 

　
　
　
　
　
　
花
咲
き
わ
た
る
桜
が
馬
場
　
ご
 

　
　
　
　
　
　
城
内
へ
忍
び
入
り
　
稲
荷
の
社
 

　
　
　
　
　
　
に
着
き
に
け
り
 

　
　
　
　
　
　
（
注
）
上
谷
↓
軽
井
沢
は
綱
沢
を
避
け
る
た
め
の
一
旦
逆
行
。

 

　
　
　
　
　
　
こ
の
鶴
ケ
城
稲
荷
は
天
守
閣
の
 

　
　
　
　
　
北
側
約
六
〇
　
の
所
に
祀
ら
れ
て
 

　
　
　
　
　
あ
る
。
現
在
の
野
沢
小
学
校
の
地
 

　
　
　
　
　
に
あ
っ
た
野
沢
代
官
所
も
こ
れ
に
 

倣
っ
て
勧
請
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
の
校
 

庭
拡
張
の
時
に
熊
野
神
社
境
内
に
遷
さ
れ
た
。
 

小
学
校
側
の
方
に
「
代
官
所
稲
荷
」
と
石
柱
に
 

刻
ま
れ
て
鎮
座
し
て
い
る
。
現
在
祭
祀
し
て
い
 

る
の
は
岩
原
昭
夫
家
で
あ
る
が
、
同
家
は
代
官
 

所
御
蔵
番
を
勤
め
て
お
り
、
今
で
も
通
称
「
館
 

の
内
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
蔵
屋
敷
も
 

同
じ
く
鎌
倉
時
代
の
地
頭
荒
井
信
濃
守
が
築
い
 

た
館
跡
に
在
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）
 

絵
・
会
津
徳
寿
 

か
な
 

ふ
な
と
 

い
り
 

あ
い
 

か
ね
つ
き
 

ば
ん
げ
 

な
 

え
の
き
だ
ん
 

な
ら
 

う
つ
 

た
て
 

う
ち
 

あ
 

じ
と
う
 

か
ん
じ
ょ
う
 

さ
い
く
 

こ
も
 

お
や
が
み
 

さ
ん
ろ
う
 

み
ち
ゆ
 

ど
ろ
ぶ
や
ま
 

か
た
か
ど
 

た
ば
ね
ま
つ
 か

ど
で
 

メ
ー
 

ト
ル
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　検 診 名 

基本健康診査 

結 核 検 診 

胃がん検診 

大腸がん検診 

子宮がん検診 

乳がん検診  

骨密度検診  

歯 科 健 診 

特　　　　　　　　徴 

高血圧症や糖尿病などの早期発見に役立ちます。 

40歳以上の方は同時に肺がん検診も受けられます。 

バリウムを飲みレントゲン撮影で胃の内部を検査 
します。 

便に血が混じっているかを検査します。 

がんになる前の細胞から発見できます。 

医師の視診・触診により検査します。 

骨粗しょう症の発見に役立ちます。 

歯周病の有無をレントゲン撮影で検査します。 

実施日 時　　間 会　　　　場 

9：30～ 
　　11：00

ＪＡ会津いいで 
農機具センター 

12：00～ 
　　13：00 ㈱ ア ズ ー ル  

13：30～ 
　　14：30 新 郷 連 絡 所  

15：00～ 
　　16：00 奥 川 小 学 校  

5
月
　
日
（
水
）
 

21

  

  

                      ※
検
診
の
詳
し
い
日
程
は
後
日
、
保
健
指
導
員
 

　
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
検
診
 

　
の
申
し
込
み
・
検
診
の
受
け
方
な
ど
に
関
し
 

　
て
は
、
保
健
指
導
員
、
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
 

　
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
│
2
3
0
6

   　
生
活
習
慣
病
（
が
ん
や
高
血
圧
症
、
糖
尿
病

な
ど
）
は
加
齢
と
と
も
に
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
を
持
っ
て
 

い
ま
す
が
、
 

初
期
段
階
で
 

発
見
す
れ
ば
 

治
る
も
の
も
 

あ
り
ま
す
。
 

積
極
的
に
検
 

診
を
受
け
早
 

期
発
見
・
早
 

期
治
療
に
努
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

     　
今
年
度
も
総
合
検
診
を
実
施
 

　
　
　
昨
年
と
同
様
、
基
本
健
康
診
査
・
結
核
 

　
　
検
診
・
胃
が
ん
検
診
が
一
日
で
受
け
ら
れ
 

　
　
ま
す
。
 

 　
働
き
盛
り
検
診
を
土
曜
日
も
実
施
 

　
　
　
昨
年
は
日
曜
日
の
み
だ
っ
た
働
き
盛
り
 

　
　
検
診
が
、
土
曜
日
に
も
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
　
　
ま
た
、
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
の
 

　
　
方
を
対
象
に
歯
科
検
診
を
同
日
に
実
施
し
 

　
　
ま
す
。
働
き
盛
り
検
診
を
申
し
込
ん
だ
方
 

　
　
で
、
歯
科
健
診
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
 

　
　
は
、
同
じ
時
間
帯
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
 

　
　
ま
す
。
 

47

自分の健康は自分で守りましょう 

35

40

45

50
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みんなの広場 みんなの広場 
鈴
木
　
文
雄
 

　
　
〔
　
町
内
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

 
野
沢
小
富
士
（
通
称
）
 

　
（
娘
と
上
京
す
る
と
き
に
、
列
車
の
中
 

　
か
ら
二
人
で
眺
め
、
思
い
出
話
を
し
ま
 

　
し
た
）
 

熱中していることは？ 
　つい最近始めたゴルフ（コ 
ースにはまだ１回しか出てい 
ません)。 
 
最近感動したことは？ 
　昨年の11月に行われた30人 
31脚の全国大会に、次女が福 
島県代表として出場したこと 
です。 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　大人しそうに見えて、ひょ 
うきんなところ 
 
あなたのモットーは？ 
　家内安全！笑（商）売繁盛！ 
不景気退散！ 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ．Ｉさん（牧） 

　
今
月
は
、
萱
本
の
秦
フ
ミ
ヱ
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
秦
さ
ん
は
、
昨
年
の
七
月
か
ら
、
町
主
催
の
「
健
康
な
土
づ
 

く
り
推
進
員
養
成
講
座
」
を
受
講
さ
れ
、
二
十
三
単
位
全
て
を
 

取
得
。
今
年
度
の
全
日
程
を
終
了
し
、
三
月
十
五
日
修
了
証
書
 

を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
以
前
か
ら
有
機
農
法
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
講
座
に
興
 

味
が
有
っ
た
と
い
う
秦
さ
ん
は
、
「
健
康
な
土
か
ら
採
れ
る
健
 

康
な
野
菜
を
家
族
全
員
に
食
べ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
い
う
 

気
持
ち
も
手
伝
い
、
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
生
で
食
べ
た
時
に
野
菜
本
来
の
味
が
分
か
っ
た
」
と
受
講
 

の
成
果
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
年
七
回
の
講
義
全
て
に
出
 

席
す
る
の
に
は
か
な
り
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
 

　
そ
れ
と
い
う
の
も
、
嫁
い
で
か
ら
農
業
を
教
え
て
く
れ
た
お
 

義
母
さ
ん
が
、
二
、
三
年
前
か
ら
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て
 

し
ま
い
、
そ
の
母
親
を
看
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
 

で
す
。
 

　
「
何
事
も
挑
戦
だ
な
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
秦
さ
 

ん
に
、
元
気
の
素
は
何
で
す
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
農
業
が
 

一
番
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
「
ど
ん
な
に
手
間
が
か
か
っ
て
も
、
収
獲
の
時
期
に
は
そ
の
 

苦
労
も
全
部
忘
れ
て
、
た
 

だ
た
だ
嬉
し
く
な
る
」
と
 

話
す
秦
さ
ん
の
表
情
は
、
 

ま
る
で
我
が
子
を
見
守
り
 

続
け
て
き
た
母
親
の
表
情
 

そ
の
も
の
で
し
た
。
 

　
最
近
で
は
太
極
拳
も
始
 

め
た
秦
さ
ん
。
「
よ
り
一
 

層
健
康
で
、
楽
し
く
暮
し
 

た
い
ね
」
と
話
し
て
く
れ
 

た
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
 

し
た
。
 

修了証書を手にする秦さん 

　　篠原　　清さん（4月号から）  
　◆メッセージ◆ 
　　子供会最後ですので、がんばっ 
　て下さい！！ 

10
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銚子の口周辺整備事業（H14） 

  

    　
町
で
は
、
４
月
８
日
に
防
霜
対
策
本
部
を
設
 

置
し
、
５
月
　
日
ま
で
を
防
霜
対
策
強
化
月
間
 

と
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
期
間
中
、
霜
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
 

ぐ
た
め
、
防
災
無
線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
注
 

意
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、
農
作
物
の
管
理
に
 

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
霜
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
被
害
 

面
積
と
状
況
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
防
霜
対
策
本
部
 

　
農
林
課
 
 
 
│
４
５
３
１
 

     　
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津
で
は
、
企
業
で
働
い
 

て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
 

る
方
々
を
対
象
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
技
術
の
 

習
得
を
ね
ら
い
と
し
て
次
の
コ
ー
ス
を
設
定
・
 

実
施
い
た
し
ま
す
。
 

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
詳
し
く
知
 

り
た
い
方
は
、
福
島
県
能
力
開
発
課
ま
で
。
 

▼
コ
ー
ス
名
 

　
・
第
二
種
電
気
工
事
士
（
学
科
）
 

　
・
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
）
 

　
・
自
動
車
検
査
員
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
３
２
２
１
 

     
本
年
度
か
ら
老
人
憩
の
家
は
、
利
用
申
請
の
 

無
い
土
曜
日
は
、
休
館
と
な
り
ま
す
。
 
 
 
 
 

　
土
曜
日
に
施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
今
ま
 

で
同
様
、
予
め
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
老
人
憩
の
家
　
 
 
│
４
２
５
９
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
 
 
 
│
２
２
１
４
 

      
山
鹿
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、「
の
ぞ
い
て
み
よ
う

私
の
か
ら
だ
と
生
活
習
慣
」
を
テ
ー
マ
に
健
康

い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
内
容
は
、
普
段
自
分
で
は
見
ら
れ
な
い
体
の
 

中
を
テ
レ
ビ
で
観
察
し
た
り
、
今
話
題
の
睡
眠
 

時
無
呼
吸
症
に
つ
い
て
の
解
説
、
健
康
体
操
や
 

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
健
康
に
関
す
る
こ
と
満
載
 

で
す
。
 

　
ま
た
、「
肩
の
痛
み
は
何
の
せ
い
」
と
題
し
た
 

講
演
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
 

く
だ
さ
い
。な
お
、当
日
の
参
加
は
無
料
で
す
。
 

▼
日
時
 
５
月
　
日
（
土
）
　
時
〜
　
時
 

▼
場
所
 
山
鹿
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
山
鹿
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
６
６
１
１
 

     
町
内
の
方
が
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
 

り
組
み
、
地
域
活
性
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
 

事
業
」
に
対
し
、
十
万
円
を
限
度
と
し
て
費
用
 

の
五
十
　
以
内
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
が
こ
の
事
業
を
活
用
 

し
、
自
由
な
発
想
と
行
動
で
「
ふ
る
さ
と
お
こ
 

し
」「
地
域
づ
く
り
」
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
 

町
民
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
 

い
ま
す
。
 

▼
対
象
と
な
る
事
業
 

 
①
伝
統
工
芸
や
農
林
産
物
等
の
特
産
品
づ
く
 

　
　
り
 

 
②
伝
統
行
事
や
郷
土
芸
能
の
継
承
保
存
活
動
 

 
③
史
跡
文
化
遺
産
等
の
活
用
と
、
ふ
る
さ
と
 

 
 
の
景
観
づ
く
り
 

▼
申
込
期
限
 
５
月
　
日
（
火
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
地
域
振
興
課
 
　
　
│
２
２
１
３
 

45

45

45
31

29

27

24

10

15

45 13

パ
ー
 

セ
ン
ト
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長谷川隆夫さん 
（安　座） 

社会教育課 
小林　和洋 
（高郷村） 

 

西会津診療所 
佐藤　麻理 
（極　入） 

 

農林課 
桝谷　彩子 
（４町内） 

 

   
町
教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
に
長
谷
川
隆
夫
 

さ
ん
（
五
四
）
を
任
命
し
ま
し
た
。
 

渡
部
英
樹
（
健
康
福
祉
課
）
 
健
康
福
祉
課
長

補
佐
兼
福
祉
係
長
兼
野
沢
保
育
所
次
長
薄
上
亮

一
（
健
康
福
祉
課
）
 
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼

介
護
国
保
係
長
兼
西
会
津
診
療
所
事
務
長
大
堀

和
子
（
町
民
生
活
課
）
 
健
康
係
長
新
田
幸
恵

（
健
康
福
祉
課
）
 
主
査
薄
清
久
（
学
校
教
育

課
）
 

◆
西
会
津
診
療
所
 
主
事
補
佐
藤
麻
理
（
新
採
 

用
）
 

◆
下
水
道
課
 
下
水
道
課
長
杉
原
徳
夫（
企
画
調

整
課
）
 

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
 
主
任
主
査
上
野

美
子
（
総
務
課
）
 

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
給
食
セ
ン
タ
ー

次
長
高
久
孝
仁
（
税
務
課
）
 
主
査
船
橋
政
広
 

（
健
康
福
祉
課
）　
主
事
小
林
和
洋（
新
採
用
）
 

      抱
負
 

　
西
会
津
町
の
農
政
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
 

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
 

      抱
負
 

 
診
療
所
に
来
る
患
者
さ
ん
を
少
し
で
も
元
気
 

付
け
る
よ
う
、笑
顔
で
接
し
て
い
き
た
い
で
す
。
 

外
島
拓
（
農
林
課
）
 

◆
税
務
課
 
収
税
係
長
寺
田
悟（
社
会
教
育
課
）
 

資
産
税
係
長
五
十
嵐
博
文
（
建
設
課
）
 
主
査
 

小
柴
芳
成
（
社
会
教
育
課
）
 
主
査
増
子
恵
子
 

（
西
会
津
診
療
所
）
 

◆
農
林
課
 
主
任
主
査
鈴
木
洋
祐
（
地
域
振
興

課
）
　
主
任
主
査
桝
谷
彩
子（
農
林
水
産
省
人
事

交
流
）
 

◆
農
業
委
員
会
 
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
佐
 

藤
忠
栄
（
税
務
課
）
 

◆
建
設
課
 
建
設
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
酒
井
 

誠
明（
建
設
課
）
　
管
理
係
長
星
斉（
税
務
課
）
 

◆
町
民
生
活
課
 
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
戸
籍
 

住
民
係
長
兼
町
民
生
活
係
長
猪
俣
ナ
ヲ
子
（
健
 

康
福
祉
課
）
 

◆
健
康
福
祉
課
 
健
康
福
祉
課
長
兼
野
沢
保
育
 

　
　
　
　
　
所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
藤
田

　
　
　
　
　
潤
一
（
下
水
道
課
）
 
健
康
福
祉
 

　
　
　
　
　
課
長
補
佐
兼
群
岡
診
療
所
事
務
長
 

           　
　
　
　
　
　
抱
負
 

　
　
　
　
　
　
 
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
町
民
 

　
　
　
　
　
　
皆
様
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
頑
 

　
　
　
　
　
　
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
 

　
　
　
　
　
　
い
し
ま
す
。
 

  ◎
退
 
職
 
三
月
三
十
一
日
付
 

 
長
谷
川
隆
夫
（
総
務
課
）
　
岩
原
俊
美
（
総

務
課
）
 
農
林
水
産
省
人
事
交
流
齋
藤
哲
（
農

林
課
）
 

 ◎
異
 
動
 
四
月
一
日
付
 

◆
総
務
課
 
参
事
兼
総
務
課
長
薄
友
喜
（
健
康
 

福
祉
課
）
 
総
務
課
付
主
査
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ
 

く
し
ま
研
究
員
佐
藤
泰
久
（
企
画
調
整
課
）
 
 

◆
企
画
調
整
課
 
企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
調
整
 

係
長
成
田
信
幸
（
建
設
課
）
 
主
事
目
黒
保
志
 

（
税
務
課
）
 

◆
地
域
振
興
課
 
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
地
域
 

振
興
係
長
斎
藤
俊
二
（
農
業
委
員
会
）
 
主
事
 

新
採
用
 

　
　
職
員
紹
介
 

　総務省では、西会津町を担 
当する行政相談員として次の 
方を委嘱しています。 
 
　　　　山　本　義　子さん 
    　　　　　（９町内２） 
     　　　　　４５－２１４４ 
 
　行政相談員は、国の仕事を始め、ＮＴＴなどの仕事につ 
いての苦情や意見・要望について相談に応じ、その解決の 
ためのお手伝いをしています。 
　５月19日（月）から25日（日）までの１週間は、「春の行政 
相談週間」です。町では、次のところで相談所を開きます 
ので、お気軽にご利用ください。また、合わせて特設人権 
相談所を開設しますので、いじめや家庭内の問題・近隣間 
のトラブルなど、この機会にご相談ください。相談料は無 
料で秘密は堅く守られます。 
　　　　　　　　　行政相談・人権相談 
　◇日時・会場　５月20日（火） 
　　　　　　　　　　午前９時30分～正午　新郷連絡所 
　　　　　　　　　　午後１時30分～４時　奥 川 支 所 
　　　　　　　　　５月21日（水） 
　　　　　　　　　　午前９時30分～正午　保健センター 
　　　　　　　　　　午後１時30分～４時　町 公 民 館 
　　　　　　　　　６月４日（水）（人権相談のみ） 
　　　　　　　　　　午前10時～午後３時　町 公 民 館 
　◇行政相談員　山本義子さん（9町内2） 
　◇人権擁護委員　薄上幸一さん（３町内） 
　　　　　　　　　佐藤栄一さん（出ヶ原） 
　　　　　　　　　伊藤岩雄さん（　塩　） 
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伊　藤　由夫佐（43）　幸　　　子　　１町内 
笠　間　兵　一（70）浩　介　　父　　３町内 
櫻　田　定　雄（78）民　枝　　夫　　３町内 
鈴　木　正　男（90）敏　宏　　父　　４町内 
長谷川　優　子（42）弘　康　　母　　９町内１ 
福　澤　イサヲ（91）明　生　　母　　９町内２ 
清　野　　　保（77）三　郎　　兄　　大久保 
須　藤　ク　マ（88）幸　一　　母　　安　座 
齋　藤　市　吉（81）信　一　　父　　尾　登  
伊勢亀　ナ　ヂ（95）静　雄　　祖母　　下小島 
齋　藤　シ　ズ（80）武　志　　母　　下小島 
土　田　シゲノ（98）欣　一　　母　　上野尻 
平　野　正　孝（58）さつき　　夫　　上野尻  
高　橋　　　顯（68）榮　子　　夫　　上野尻 
佐　藤　キスミ（85）元　久　　妻　　熊　沢 
福　地　タケノ（92）定　男　　母　　高　目 
薄　　　勝　次（74）茂兵衛　　父　　平　明 
佐　藤　一　男（72）　学　　　父　　柴　崎 
佐　藤　リ　サ（74）　学　　　母　　柴　崎 
加　藤　トミイ（85）善　一　　母　　橋　屋 
伊　藤　ツ　ネ（85）善　一　　母　　　塩 
宮　澤　治　世（86）一　一　　母　　山　浦 
玉　木　妙　子（79）鈴木春枝　　母　　中ノ沢 
矢　部　きく江（91）多米雄　　母　　中　町 
奥　滝　隆　司（67）タケ子　　夫　　真ヶ沢 
長谷川　重　夫（82）成　博　　父　　梨　平 
矢　部　寅　意（77）隆　一　　父　　小　屋 
小　椋　忠　三（82）ハツノ　　夫　　弥平四郎 
荒　海　清　衛（92）清　隆　　父　　小綱木 

長谷川　竹　雄　　下野尻 
物　江　いづみ　　９町内１ 
 
杉　本　剛　志　　向　原 
高　松　奈　央　　大阪府 
 
清　野　和　之　　芝　草 
箕　輪　　　梢　　会津若松市 

◆日時　５月 7日（水） 
　　　　　　27日（火） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

5月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

5月12日（月） 納期限 

6月 2日（月） 納期限 

○固定資産税第１期 
○土地改良区一般賦課金（全期） 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，１６６人　　　－５８人 
　男　　　４，４５９人　　　－２８人 
　女　　　４，７０７人　　　－３０人 
世　帯　　２，９９３世帯　　－１１世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

喜 多 方 市 
会津若松市 
 
山　都　町 
会津若松市 
 
河　東　町 
会津若松市 

（０２４１）２４－４５４５ 
（０２４２）２２－６３１１ 
 
（０２４１）３８－３９１０ 
（０２４２）２７－６９３４ 
 
（０２４２）７５－５５５０ 
（０２４２）２８－６４８２ 

２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２４－５８００ 
３８－２６６１ 
２７－０９５１ 
２６－４１３３ 
 
２２－２１８１ 
２２－０００５ 
２９－２１１２ 
３２－３３３０ 
２９－０８００ 
 
２２－０４１４ 
２５－７０６６ 
２８－８８６８ 
２６－３５１５ 
２７－０８８３ 

5月11日 

18日 

25日 

5月11日 

18日 

25日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

入　　澤　　病　　院 
佐　　原　　病　　院 
君 島 ク リ ニ ッ ク 
北 田 内 科 医 院 
浜 崎 小 児 科 医 院 
仙波耳鼻咽喉科医院 
 
県 立 喜 多 方 病 院 
星　　　医　　　院 
たてうまクリニック 
いいづかファミリークリニック 
こばり耳鼻咽喉科クリニック 
 
小　　野　　病　　院 
高橋小児クリニック 
蛯 谷 ク リ ニ ッ ク 
佐　　藤　　病　　院 
遠 藤 皮 膚 科 医 院 

 
 
 
 
 
 
「
日
本
語
っ
て
本
当
 

 
 
 
 
 
 
に
難
し
い
」
と
い
う
 

 
 
 
 
 
　
こ
と
を
、
改
め
て
実
 

感
し
て
い
ま
す
。
▼
今
回
か
ら
広
報
 

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
 

し
み
じ
み
と
感
じ
ま
す
。
▼
こ
ん
な
 

事
な
ら
「
も
っ
と
日
本
語
を
勉
強
し
 

と
け
ば
」
と
い
う
、
日
本
人
ら
し
か
 

ら
ぬ
こ
と
を
考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

日
本
語
が
他
の
言
葉
よ
り
も
柔
軟
性
 

が
あ
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

▼
ど
の
言
葉
を
使
え
ば
み
な
さ
ん
に
 

正
し
く
、
か
つ
分
か
り
易
く
伝
え
ら
 

れ
る
の
か
思
案
の
日
々
が
続
き
ま
す
 

が
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

アイデンタルクリニック 
お ん だ 歯 科 
 
さいとう歯科クリニック 
ヤ ナ ダ 歯 科 
 
いしかわ歯科  
山口（友）歯科 


